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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、PFXYD 配列で始まり、7 つの不変アミノ酸と 6 つの高度に保存されたアミノ酸を含む、35 アミノ酸のシグネチャ配列ドメインを共有する小さな膜タンパク質ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーの承認されたヒト遺伝子命名法は、FXYD ドメイン含有イオン輸送調節因子です。マウスの FXYD5 は、RIC (Related to Ion Channel) と呼ばれています。FXYD2 は Na、K-ATPase のガンマサブユニットとしても知られ、その酵素の特性を制御します。FXYD1 (ホスホレマン)、FXYD2 (ガンマ)、FXYD3 (MAT-8)、FXYD4 (CHIF)、および FXYD5 (RIC) は、実験的発現システムでチャネル活性を誘導することが示されています。2 つのファミリーメンバー (FXYD1 および FXYD2) について膜貫通トポロジーが確立されており、N 末端が細胞外にあり、C 末端が膜の細胞質側にあります。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プロテインキナーゼA、プロテインキナーゼC、NIMAキナーゼ、ミオトニックジストロフィーキナーゼなど、いくつかのキナーゼの細胞膜基質です。イオンチャネルを形成するか、イオンチャネルの活性を調節すると考えられています。5' UTR配列が異なる転写バリアントが文献で報告されています。[RefSeq提供、2008年7月]
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	FXYD1/PLM ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス心臓組織抽出物のウェスタンブロット分析を行いました。

